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目 次 

条例のあらまし 
○ 埼玉県税条例の一部を改正する条例のあらまし（税務課） 

○ 埼玉県婦人保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

のあらまし（男女共同参画課） 

○ 埼玉県理学療法士等修学資金貸与条例の一部を改正する条例のあらまし（社会福祉課） 

○ 埼玉県保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の

あらまし（社会福祉課） 

○ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部を改正

する条例のあらまし（障害者支援課） 

○ 児童福祉法施行条例の一部を改正する条例のあらまし（障害者支援課） 

○ 埼玉県中山間地域ふるさと基金条例の一部を改正する条例のあらまし（農業ビジネス支

援課） 

○ 埼玉県が管理する県道の構造等の基準を定める条例の一部を改正する条例のあらまし

（県土整備政策課） 

○ 埼玉県屋外広告物条例の一部を改正する条例のあらまし（田園都市づくり課） 

○ 埼玉県立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部

を改正する条例のあらまし（保健体育課） 

条例 
○ 埼玉県税条例の一部を改正する条例（税務課） 

○ 埼玉県婦人保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

（男女共同参画課） 

○ 埼玉県理学療法士等修学資金貸与条例の一部を改正する条例（社会福祉課） 

○ 埼玉県保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（社

会福祉課） 

○ 児童福祉法施行条例の一部を改正する条例（障害者支援課） 

○ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行条例の一部を改正

する条例（障害者支援課） 

○ 埼玉県中山間地域ふるさと基金条例の一部を改正する条例（農業ビジネス支援課） 

○ 埼玉県が管理する県道の構造等の基準を定める条例の一部を改正する条例（県土整備政

策課） 
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○ 埼玉県屋外広告物条例の一部を改正する条例（田園都市づくり課） 

○ 埼玉県立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部

を改正する条例（保健体育課） 

規則 
○ 埼玉県理学療法士等修学資金貸与条例施行規則の一部を改正する規則（社会福祉課） 

○ 埼玉県が管理する県道の構造等の基準を定める条例施行規則の一部を改正する規則（県

土整備政策課） 

○ 埼玉県屋外広告物条例施行規則の一部を改正する規則（田園都市づくり課） 

告示 
○ 予算の公表（財政課） 

○ 令和３年度埼玉県毒物劇物取扱者試験の実施（保健医療政策課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 狭山都市計画道路事業の認可（都市計画課） 

○ 埼玉県屋外広告物条例施行規則に基づく確認を要する物件の指定の告示を廃止する告

示（田園都市づくり課） 

○ 建築基準法第 73 条第１項の規定に基づく建築協定（川越建築安全センター） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
人
事
業
税
に
つ
い
て
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
特
定
卸
供

給
事
業
に
係
る
課
税
方
式
を
定
め
る
等
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

法
人
事
業
税 

 
 

 

電
気
事
業
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
特
定
卸
供
給
事
業
に
つ
い
て
、
発
電
事
業

等
と
同
様
の
課
税
方
式
を
定
め
る
。 

 

㈡ 

そ
の
他 

 
 

 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
。
た
だ
し
、
二
㈡
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

 
埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号
）
（
男
女
共
同
参
画
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
「
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」 

 

の
改
正
に
伴
い
、
婦
人
保
護
施
設
が
行
う
書
面
の
作
成
等
に
関
し
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う 

 

こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

条
例
に
よ
り
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、 

 

書
面
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
文
化
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十

六
号
）
（
社
会
福
祉
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
理
学
療
法
士
等 

 

修
学
資
金
の
返
還
免
除
の
要
件
を
改
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

修
学
資
金
の
返
還
免
除
の
要
件
と
な
る
業
務
就
労
年
数
が
短
縮
さ
れ
る
過
疎
地
域
で
の
就
労 

 

に
関
し
て
、
過
疎
地
域
の
定
義
と
し
て
引
用
す
る
法
律
を
改
め
る
た
め
の
改
正 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号
）
（
社
会
福
祉
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

厚
生
労
働
省
令
「
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
保
護
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
改
定
す
る

た
め
の
条
例
の
一
部
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化 

 
 

ア 

感
染
症
や
災
害
発
生
時
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等 

 
 

イ 

災
害
対
応
時
に
お
け
る
地
域
住
民
と
の
連
携 

 
 

ウ 

感
染
症
予
防
・
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
の
開
催
等 

 

㈡ 

就
業
環
境
の
整
備 

 
 

ア 

適
切
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
実
施 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
八
月
一
日 

 
 

た
だ
し
一
部
経
過
措
置
あ
り
。
二
㈠
ア
及
び
ウ
に
つ
い
て
は
令
和
六
年
四
月
一
日 



 

本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

 
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
（
障
害
者
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

厚
生
労
働
省
令
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正 

 

二 

内
容 

 
 

全
て
の
障
害
者
施
設
・
事
業
所
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈠ 

電
磁
的
記
録
に
よ
る
対
応 

 

㈡ 

電
磁
的
方
法
に
よ
る
対
応 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈠
、
㈡
に
つ
い
て
は
令
和
三
年
七
月
一
日
を
適
用
日
と
す
る
。 



 

本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
（
障
害
者
支

援
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

厚
生
労
働
省
令
「
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運 

 

営
に
関
す
る
基
準
」
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正 

二 

内
容 

 
 

障
害
児
施
設
・
事
業
所
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈠ 

電
磁
的
記
録
に
よ
る
対
応 

 

㈡ 

電
磁
的
方
法
に
よ
る
対
応 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

た
だ
し
、
適
用
日
は
令
和
三
年
七
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 

 
埼
玉
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
号
）

（
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

 

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を

行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

中
山
間
地
域
の
指
定
根
拠
と
な
る
法
律
名
が
新
た
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
律
名 

 
 

を
改
め
る
。 

 

㈡ 

過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
の
規
定
を
加
え
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉

県
条
例
第
四
十
一
号
）
（
県
土
整
備
政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

道
路
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め

る
等
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準 

 
 

ア 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
に
関
す
る
基
準
を
新
設 

 
 

イ 

交
通
安
全
施
設
に
自
動
運
行
補
助
施
設
を
追
加 

 

㈡ 

道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準 

 
 

ア 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
関
す
る
基
準
を
新
設 

 
 

イ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
を
使
用
し
た
役
務
の
提
供
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
新
設 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
（
田
園
都

市
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

屋
外
広
告
物
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
屋
外
広
告
物
の
禁
止
地
域
に
田
園
住
居
地
域
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
屋
外
広
告
物
の
倒
壊
等
に
よ
る
公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
者
等
に
点
検
義
務
を
課
す
こ
と
等
と
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

点
検
義
務
の
明
確
化 

 

㈡ 

田
園
住
居
地
域
を
広
告
物
の
禁
止
地
域
に
追
加 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

二
㈠
に
つ
い
て
は
令
和
四
年
四
月
一
日 

 
 

二
㈡
及
び
㈢
に
つ
い
て
は
令
和
三
年
七
月
六
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号
）
（
保
健
体
育
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る 

 

政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る 

 

介
護
補
償
の
額
の
改
定
等
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

介
護
補
償
の
額
の
改
定
及
び
そ
の
他
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 
 

 



条

例 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
中
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
」
を
「
年
齢
十
六
歳
未
満
の
者
に

限
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
）
及
び
」
を
「
）
、
」
に
改
め
、
「
発
電
事
業
等
」
と
い
う
。
）
」

の
下
に
「
及
び
同
法
第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
特
定
卸
供
給
事
業
（
第
三
十
一

条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
卸
供
給
事
業
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
一
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
発
電
事
業
等
」
を
「
、
発
電
事
業
等
及
び
特

定
卸
供
給
事
業
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項

の
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規

定
中
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ

い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後

に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業

年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

 
 

 

す
る
条
例 

 

埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼

玉
県
条
例
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
八
条
中
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
電
磁
的
記
録
） 

 

第
二
十
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の

条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の

他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他

の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想

定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録

で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
」

を
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
」

に
改
め
、
「
過
疎
地
域
（
」
の
下
に
「
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
四
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条

例
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
七
号 

 
 

 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

る
条
例 

 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉

県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
就
業
環
境
の
整
備
） 

第
七
条
の
二 

保
護
施
設
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
処
遇
を
行
う
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て

行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ

相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
） 

第
七
条
の
三 

保
護
施
設
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
の
四
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
八
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

保
護
施
設
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ

る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
十
八
条 

救
護
施
設
の
衛
生
管
理
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

第
二
十
六
条
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
八
条
中
「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
省
令
第
十
五
条
」
と
、
第
二
十
条
中
「
第
十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
六
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
三
十
三
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
七
条
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
三
十
九
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 



 
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
三
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
第
四
十
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
に
係
る
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
七
条
の
三
（
改
正
後
の
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
省
令
第
六
条
の
四
の
規
定
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
た
同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と

あ
る
の
は
「
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実
施

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
「
行
う
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
」
と
す
る
。 

 

（
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
係
る
経
過
措
置
） 

３ 

改
正
後
の
第
十
八
条
（
改
正
後
の
第
二
十
六
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
省
令
第
十
五
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
た
同

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
は
、
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。 

  



条

例 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
改
め
る
。 

 

第
二
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
七
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
九
十
一
条
の
二 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の 

 

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、 

 

謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ 

 

と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
四
十
八 

 

条
の
二
及
び
第
二
百
五
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想 

 

定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
三
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
八
条
、
第
七
十
条
、
第
七 

 

十
七
条
、
第
七
十
七
条
の
二
、
第
八
十
条
、
第
八
十
条
の
九
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用 

 

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
（
第
五
十
四
条
の
五
、
第
五
十
八
条
、
第
七
十
条
、
第
七 

 

十
七
条
、
第
七
十
七
条
の
二
、
第
八
十
条
、
第
八
十
条
の
九
及
び
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用 

 

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え 

 

て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ 

 

て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情 

第
六
節 

多
機
能
型
事
業
所
に
関
す
る
特
例
（
第
八
十
九
条
―
第
九
十
一
条
） 

「
第
六
節 

多
機
能
型
事
業
所
に
関
す
る
特
例
（
第
八
十
九
条
―
第
九
十
一
条
） 

 

第
七
節 

雑
則
（
第
九
十
一
条
の
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
五
条
―
第
百
四
十
八
条
）
」 

「 

第 

関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
五
条
―
第
百
四
十
八
条
） 

百
四
十
八
条
の
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

「 

第
三
款 

運
営
に 

 

第
四
節 

雑
則
（
第 

「
第
十
四
節 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン 

タ
ー
（
第
二
百
五
十
六
条
―
第
二
百
五
十
八
条
）
」 

（
第
二
百
五
十
六
条
―
第
二
百
五
十
八
条
） 

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

「
第
十
四
節 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

第
十
五
節 
雑
則
（
第
二
百
五
十
九
条 



 

報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
第
百
四
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
百
五
十
九
条 

 

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ 

 

ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
百
四
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
交
付
等
」
と 

 

い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想 

 

定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手 

 

方
が
障
害
児
又
は
通
所
給
付
決
定
保
護
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
障
害
児
又
は
当
該
通
所
給
付 

 

決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え 

 

て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と 

 

が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
第
百
四
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
こ
と
が 

 

で
き
る
。 

 

第
三
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
四
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
百
四
十
八
条
の
二 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ 

 

れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い 

 

る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
百
一
条
（
第
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、 

 

第
百
五
条
第
一
項
（
第
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
次
項
に
規
定 

 

す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ 

 

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
等
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い 

 

て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等 

 

の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
障
害
児
又
は
入
所
給
付
決
定
保
護
者
で 

 

あ
る
場
合
に
は
当
該
障
害
児
又
は
当
該
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
特
性 

 

に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
四
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
五
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
） 

第
二
百
五
十
九
条 

児
童
福
祉
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
作
成
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る 

 

も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ 

 

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と 

 

が
で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
の
規
定
は
、
令
和 



三
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 



「
第
十
六
節 

振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

 
 

 
 

 
 

基
準
（
第
二
百
六
条
―
第
二
百
十
条
） 

 

第
十
七
節 

雑
則
（
第
二
百
十
条
の
二
） 

条

例 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号 

 
 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
の
一 

 
 

 

部
を
改
正
す
る
条
例 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
（
平
成
二 

十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 

に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

の
二
」
を
「
第
三
百
七
十
六
条
の
三
」
に
、
「
第
三
百
九
十
二
条
の
二
」
を
「
第
三
百
九
十
二
条 

の
三
」
に
、
「
第
二
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
九
十
五
条
―
第
四
百
三
十
七 

条
）
」
を 

に
改
め
る
。 

 

第
二
百
十
条
第
一
項
中｢

特
例
介
護
給
付
費｣

と
あ
る
の
は
「
特
例
介
護
給
付
費
」
の
下
に｢

又

は
特
例
訓
練
等
給
付
費
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
七
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

関
す
る 

 
 

 

」 

「 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
十
九
条
―
第
二
百
六
十
九
条
）
」 

「
第
九 

「
第
九
節 
多 

 

第
十
節 
雑 

節 

多
機
能
型
に
関
す
る
特
例
（
第
三
百
五
十
六
条
―
第
三
百
五
十
八
条
）
」

を 

「
第
三
百
七
十
六
条 

「
第
十
六
節 

振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に 

 
 

 
 

 
 

基
準
（
第
二
百
六
条
―
第
二
百
十
条
） 

に
関
す
る 

  
 

 
 

」 

 

「 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
十
九
条
―
第
二
百
六
十
九
条
） 

 

第
三
節 

雑
則
（
第
二
百
六
十
九
条
の
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

機
能
型
に
関
す
る
特
例
（
第
三
百
五
十
六
条
―
第
三
百
五
十
八
条
） 

則
（
第
三
百
五
十
八
条
の
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

「
第
二
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
九
十
五
条
―
第
四
百
三
十
七
条
） 

 

第
三
節 

雑
則
（
第
四
百
三
十
八
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 



第
二
百
十
条
の
二 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、

謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本
そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
る
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
二
百
六
十

九
条
の
二
、
第
三
百
五
十
八
条
の
二
、
第
三
百
七
十
六
条
の
三
、
第
三
百
九
十
二
条
の
三
及
び

第
四
百
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も

の
（
第
十
一
条
第
一
項
（
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の
四
、
第
四
十
九

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
五
条
、
第
九
十
五
条
の
五
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
九

条
、
第
百
四
十
九
条
の
四
、
第
百
五
十
九
条
、
第
百
五
十
九
条
の
四
、
第
百
七
十
二
条
、
第
百

八
十
五
条
、
第
百
九
十
条
、
第
百
九
十
四
条
、
第
百
九
十
四
条
の
十
二
、
第
百
九
十
四
条
の
二

十
並
び
に
第
二
百
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
（
第
四
十

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の
四
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十

八
条
、
第
九
十
五
条
、
第
九
十
五
条
の
五
、
第
百
十
条
、
第
百
十
条
の
四
、
第
百
二
十
三
条
、

第
百
四
十
九
条
、
第
百
四
十
九
条
の
四
、
第
百
五
十
九
条
、
第
百
五
十
九
条
の
四
、
第
百
七
十

二
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第
百
九
十
条
、
第
百
九
十
四
条
、
第
百
九
十
四
条
の
十
二
、
第
百
九

十
四
条
の
二
十
、
第
二
百
一
条
、
第
二
百
一
条
の
二
の
十
、
第
二
百
一
条
の
十
二
並
び
に
第
二

百
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
百
四
条
第

一
項
（
第
百
十
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
九
十
八
条
の
三
第
一
項

（
第
二
百
一
条
の
二
の
十
及
び
第
二
百
一
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

び
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電

磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
締
結
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い

て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等

の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者

に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
（
電

子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い 

 

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
四
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
二
百
六
十
九
条
の
二 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他



こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
二
百
二
十
条
第
一
項
、
第
二
百
二
十
四
条
及
び
次
項
に
規
定

す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ 

 

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
等
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い

て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等

の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者 

 

に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ 

 

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
三
百
五
十
八
条
の
二 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代 

 

え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
職
員
は
、
交
付
等
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い

て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等

の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者

に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ 

 

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
百
七
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
三
百
七
十
六
条
の
三 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
保
存
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え 

 

て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
職
員
は
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
百
九
十
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
「
説
明
等
」
と
い
う
。
）
の
う

ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で

あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に 

 

代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
三
百
九
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
三
百
九
十
二
条
の
三 

福
祉
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定

さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書 

 

面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
説
明
等
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
の
承

諾
を
得
て
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の

特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き 

 

る
。 

 

第
八
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

雑
則 

 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

第
四
百
三
十
八
条 

障
害
者
支
援
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定

さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書 

 

面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
交
付
等
の
う
ち
、
こ
の
章
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で

行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方

の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が 

 

で
き
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
条
例
（
第
二
百
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
の
規

定
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

  
 

 



条

例 

埼
玉
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
中
山
間
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
（
平
成
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
（
平
成
二
年
法
律
第
十
五
号
）
」
を
「
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
」
に
、
「
過
疎
地

域
及
び
」
を
「
過
疎
地
域
（
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
四
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）
及
び
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号 

 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第

七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
特
定
道
路
（
県
が
管
理
す
る
県
道
に
限
る
。
）
」
を
「
県
が
管
理
す
る
特
定
道
路

又
は
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
」
に
改
め
、
「
当
該
特
定
道
路
」
の
下
に
「
及
び
当
該
旅
客
特
定

車
両
停
留
施
設
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
一
第
三
十
一
号
中
「
横
断
歩
道
橋
等
」
の
下
に
「
、
自
動
運
行
補
助
施
設
」
を
加
え
、

同
表
中
第
四
十
三
号
を
第
四
十
四
号
と
し
、
第
四
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四
十
三 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路 

 
 

イ 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
に
設
け
ら
れ
る
歩
道
若
し
く
は
自
転
車
歩
行
者
道
又
は
歩
行
者 

 
 

 

利
便
増
進
道
路
で
あ
る
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
若
し
く
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
は
、
歩 

 
 

 

行
者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る
部
分
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

イ
に
規
定
す
る
部
分
に
は
、
歩
行
者
利
便
増
進
施
設
等
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
設
置
を 

 
 

 

誘
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
歩
行
者
利
便
増
進
施
設
等
を
設
置
す
る
場
所
を
確
保
す 

 
 

 

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
場
所
に
街
灯
、 

 
 

 

ベ
ン
チ
そ
の
他
の
歩
行
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
を
設
け
る 

 
 

 

こ
と
。 

 
 

ハ 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る 

 
 

 

法
律
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
特
定
道
路
を
除
く
。
）
は
、
同
項
に
規
定
す
る
道 

 
 

 

路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
三
第
一
号
中
「
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
（
自

転
車
歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構

造
」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
を
設
け
る
道
路
」
の
下
に
「
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を

加
え
、
同
号
ロ
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
「
及
び

第
十
号
」
を
「
、
第
十
号
、
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
歩
道
等
の

舗
装
は
」
を
「
歩
道
等
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
の
舗
装
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、

か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
し
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
表
第
二
号
イ
か
ら
へ
ま
で
以
外
の
部
分
中
「
立
体
横
断
施
設
」

の
下
に
「
の
構
造
」
を
加
え
、
同
号
ロ
⑴
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑵
中
「
か
ご
」



を
「
籠
」
に
改
め
、
「
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
装
置
」
を
「
設
備
」
に
改

め
、
同
号
ロ
⑶
中
「
か
ご
及
び
」
を
「
籠
及
び
」
に
、
「
に
よ
り
、
か
ご
外
か
ら
か
ご
内
が
」
を

「
又
は
籠
外
及
び
籠
内
に
画
像
を
表
示
す
る
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
籠
外
に
い

る
者
と
籠
内
に
い
る
者
が
互
い
に
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑷
及
び
⑸
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、

同
号
ロ
⑹
及
び
⑺
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
、
「
装
置
」
を
「
設
備
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑻
及
び

⑼
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、
同
号
ロ
⑾
中
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
、
「
装
置
」
を
「
設
備
」

に
改
め
、
同
表
第
三
号
イ
及
び
ロ
以
外
の
部
分
中
「
乗
合
自
動
車
停
留
所
」
の
下
に
「
の
構
造
」

を
加
え
、
同
表
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
以
外
の
部
分
中
「
路
面
電
車
停
留
場
等
」
の
下
に
「
の
構

造
」
を
加
え
、
同
表
第
五
号
イ
か
ら
リ
ま
で
以
外
の
部
分
中
「
自
動
車
駐
車
場
」
の
下
に
「
の
構

造
」
を
加
え
、
同
表
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
七
号
と
す
る
。 

 

六 

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
施
設
等 

 
 

イ 

案
内
標
識
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

⑴ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
、
傾
斜
路
、
便
所
、 

乗
車
券
等
販
売
所
等
若
し
く
は
休
憩
設
備
（
⑶
に
お
い
て
「
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の

主
要
な
設
備
」
と
い
う
。
）
又
は
⑶
に
規
定
す
る
案
内
板
そ
の
他
の
設
備
の
付
近
に
は
、

こ
れ
ら
の
設
備
が
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵ 

⑴
の
案
内
標
識
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
二
一
〇
に
適
合
す
る
こ
と
。 

⑶ 

公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入
口
の
付
近
に
は
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
の
主
要

な
設
備
（
第
六
号
イ
⑶
前
段
の
規
定
に
よ
り
昇
降
機
を
設
け
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
号
イ
⑶
前
段
に
規
定
す
る
他
の
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
む
。
以
下
イ
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
配
置
を
表
示
し
た
案
内
板
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
移

動
等
円
滑
化
の
た
め
の
主
要
な
設
備
の
配
置
を
容
易
に
視
認
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

⑷ 

公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入
口
の
付
近
そ
の
他
の
適
切
な
場
所
に
、
旅
客
特
定 

車
両
停
留
施
設
の
構
造
及
び
主
要
な
設
備
の
配
置
を
音
、
点
字
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り

視
覚
障
害
者
に
示
す
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

ロ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

⑴ 

歩
道
等
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
、
立
体
横
断
施
設
の
通
路
、
乗
合
自
動
車
停 

留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
の
乗
降
場
並
び
に
自
動
車
駐
車
場
及
び
旅
客
特
定
車
両
停
留

施
設
の
通
路
に
は
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
箇
所
に
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。 

⑵ 

⑴
の
規
定
に
よ
り
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
が
敷
設
さ
れ
た
旅
客
特
定
車
両
停 

 

留
施
設
の
通
路
と
第
二
号
ロ
⑼
の
基
準
に
適
合
す
る
乗
降
口
に
設
け
る
操
作
盤
、
イ
⑷ 

 

の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
設
備
（
音
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
便
所
の
出
入
口
及 



 

び
第
六
号
ヌ
の
基
準
に
適
合
す
る
乗
車
券
等
販
売
所
と
の
間
の
経
路
を
構
成
す
る
通
路 

 

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
視
覚 

 

障
害
者
の
誘
導
を
行
う
者
が
常
駐
す
る
二
以
上
の
設
備
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該 

 
二
以
上
の
設
備
間
の
誘
導
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
設
備
間
の 

 

経
路
を
構
成
す
る
通
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

⑶ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
階
段
、
傾
斜
路
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
及
び
下 

端
に
近
接
す
る
通
路
に
は
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑷ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
色
は
、
黄
色
そ
の
他
の
周
囲
の
路
面
と
の
輝
度
比 

 
 

 
 

が
大
き
い
こ
と
等
に
よ
り
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
部
分
を
容
易
に
識
別
で
き
る
色
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑸ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必 

 
 

 
 

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
、
音
声
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
案
内
す
る
設
備
を
設 

 
 

 
 

け
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

休
憩
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

⑴ 

歩
道
等
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
に
は
、
適
当
な
間
隔
で
ベ
ン
チ
及
び
そ
の 

 

上
屋
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
代
替
す
る
た
め
の
施
設
が
既
に
存 

 

す
る
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限 

 

り
で
な
い
。 

⑵ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
設
備 

 

を
一
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
旅
客
の
円
滑
な
流
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の 

 

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

⑶ 

⑵
の
施
設
に
優
先
席
（
主
と
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
優
先
的
な
利
用
の
た
め 

に
設
け
ら
れ
る
座
席
を
い
う
。
以
下
⑶
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の 

 

付
近
に
、
当
該
優
先
席
に
お
け
る
優
先
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
表
示
す
る 

 

案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

ニ 

照
明
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

歩
道
等
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
及
び
立
体
横
断
施
設
に
は
、
照
明
施
設
を
連 

 
 

 
 

続
し
て
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
夜
間
に
お
け
る
当
該
歩
道
等
、
自
転
車
歩
行
者
専
用 

 
 

 
 

道
路
等
及
び
立
体
横
断
施
設
の
路
面
の
照
度
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、 

 
 

 
 

こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑵ 

乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
、
自
動
車
駐
車
場
及
び
旅
客
特
定
車
両
停 

 
 

 
 

留
施
設
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め 

 
 

 
 

ら
れ
る
箇
所
に
、
照
明
施
設
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
夜
間
に
お
け
る
当
該
乗
合
自 

 
 

 
 

動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
、
自
動
車
駐
車
場
及
び
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の 

 
 

 
 

路
面
又
は
床
面
の
照
度
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



 
 

ホ 

歩
道
等
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
及
び
立
体
横
断
施
設
に
お
い
て
、
積
雪
又
は
凍 

 
 

 

結
に
よ
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
す
お 

 
 

 

そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
融
雪
施
設
、
流
雪
溝
又
は
雪
覆
工
を
設
け
る
こ
と
。 

別
表
第
三
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造 

 
 

イ 

通
路
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

⑴ 

公
共
用
通
路
（
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
旅
客
特
定
車
両
（
道
路
法
施
行
規
則
（
昭 

 
 

 
 

和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
第
一
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
自 

 
 

 
 

動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
停
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
内
に
お
い
て
常
時
一 

 
 

 
 

般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
一
般
交
通
用
施
設
で
あ
っ
て
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施 

 
 

 
 

設
の
外
部
に
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
旅
客
特
定
車
両
の
乗
降
口
に
至 

 
 

 
 

る
通
路
の
う
ち
、
乗
降
場
ご
と
に
一
以
上
の
通
路
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ 

 
 

 
 

と
。 

 
 

 

㈠ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈡ 

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
し
、
自

動
的
に
開
閉
す
る
構
造
又
は
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る

構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈢ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、 

 
 

 
 

傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

⑵ 

⑴
の
一
以
上
の
通
路
（
以
下
「
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
」
と
い
う
。
）
に
お
い 

て
床
面
に
高
低
差
が
あ
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
又
は
傾
斜
路
を
設
け
る
こ
と
。
た 

だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー 

（
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
以
外
の
昇
降
機
で
あ
っ
て
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た 

構
造
の
も
の
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑶ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、
か
つ
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
と 

一
体
的
に
利
用
さ
れ
る
他
の
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
ハ
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に 

限
る
。 

）
又
は
傾
斜
路
（
ニ
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
利
用
す
る
こ
と 

に
よ
り
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
旅
客
特
定
車
両
が
停
留
す 

る
こ
と
が
で
き
る
時
間
内
に
お
い
て
常
時
公
共
用
通
路
と
旅
客
特
定
車
両
の
乗
降
口
と 

の
間
の
移
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
⑵
の
規
定
に
よ
ら
な
い
こ
と
が 

で
き
る
。
管
理
上
の
理
由
に
よ
り
昇
降
機
を
設
置
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
も
、 

ま
た
同
様
と
す
る
。 

⑷ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
通
路
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 



 
 

㈠ 

床
の
表
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

㈡ 

段
差
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
段
差
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

(イ) 

踏
面
の
端
部
の
全
体
と
そ
の
周
囲
の
部
分
と
の
色
の
輝
度
比
が
大
き
い
こ
と
等 

に
よ
り
段
差
を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

(ロ) 

段
鼻
の
突
き
出
し
そ
の
他
の
つ
ま
ず
き
の
原
因
と
な
る
も
の
を
設
け
な
い
構
造 

と
す
る
こ
と
。 

ロ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
公
共
用
通
路
の
出
入
口
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す 

る
こ
と
。 

⑴ 

有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

⑵ 

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
し
、
自
動 

 

的
に
開
閉
す
る
構
造
又
は
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造 

 

と
す
る
こ
と
。 

⑶ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、 

 

傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ハ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す 

る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

籠
の
寸
法
並
び
に
籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
値
以
上 

と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

籠
内
に
、
車
椅
子
使
用
者
が
乗
降
す
る
際
に
籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
を
確
認
す
る 

 
 

 
 

た
め
の
鏡
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
籠
の
出
入
口
が
複
数
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ 

 
 

 
 

っ
て
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
乗
降
で
き
る
構
造
の
も
の
（
開
閉
す
る
籠
の
出
入
口 

を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

⑶ 

第
二
号
ロ
⑶
か
ら
⑾
ま
で
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

⑷ 

台
数
、
籠
の
内
法
幅
及
び
内
法
奥
行
き
は
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
高
齢
者
、 

 
 

 

障
害
者
等
の
利
用
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
傾
斜
路
（
そ
の
踊
場
を
含
む
。
）
の
構
造
は
、 

 
 

 

次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お 

 
 

 

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑴ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

縦
断
勾
配
は
規
則
で
定
め
る
値
以
下
と
し
、
横
断
勾
配
は
設
け
な
い
こ
と
。 

 
 

 

⑶ 

規
則
で
定
め
る
高
さ
を
超
え
る
傾
斜
路
に
あ
っ
て
は
、
規
則
で
定
め
る
踏
み
幅
以
上 

の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

 

⑷ 

床
の
表
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 



 
 

 

⑸ 

第
二
号
ハ
⑶
、
⑸
及
び
⑹
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と 

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
⑶
及
び
⑷
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
隣
接
し
た

位
置
に
設
け
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
の
み
が
適
合
し
て
い
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す

る
。 

 
 

 

⑴ 

上
り
専
用
の
も
の
と
下
り
専
用
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
旅 

 
 

 
 

客
が
同
時
に
双
方
向
に
移
動
す
る
こ
と
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑵ 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
及
び
下
端
に
近
接
す
る
通
路
の
床
面
等
に
お
い
て
、
当
該 

 
 

 
 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
へ
の
進
入
の
可
否
を
示
す
こ
と
。
た
だ
し
、
上
り
専
用
又
は
下
り
専 

 
 

 
 

用
で
な
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑶ 

踏
み
段
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑷ 

踏
み
段
の
面
を
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
昇
降
す
る
た
め
に
必
要
な
広
さ
と
す
る
こ 

 
 

 
 

と
が
で
き
る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
車
止
め
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑸ 

第
二
号
ニ
⑵
及
び
⑶
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

⑹ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
当
該
エ
ス
カ
レ
ー 

タ
ー
の
行
き
先
及
び
昇
降
方
向
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

へ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
階
段
は
、
第
二
号
へ
⑵
か
ら
⑺
ま
で
、
⑼
及
び 

⑽
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ト 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
乗
降
場
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

床
の
表
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

旅
客
特
定
車
両
の
通
行
方
向
に
平
行
す
る
方
向
の
縦
断
勾
配
は
、
規
則
で
定
め
る
値 

 
 

 
 

以
下
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑶ 

横
断
勾
配
は
、
規
則
で
定
め
る
値
以
下
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑷ 

乗
降
場
の
縁
端
の
う
ち
、
誘
導
車
路
そ
の
他
の
旅
客
特
定
車
両
の
通
行
、
停
留
又
は 

 
 

 
 

駐
車
の
用
に
供
す
る
場
所
（
以
下
⑷
に
お
い
て
「
旅
客
特
定
車
両
用
場
所
」
と
い
う
。
） 

 
 

 
 

に
接
す
る
部
分
に
は
、
柵
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
そ
の
他
の
視
覚
障
害
者
の 

 
 

 
 

旅
客
特
定
車
両
用
場
所
へ
の
進
入
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 

⑸ 

当
該
乗
降
場
に
接
し
て
停
留
す
る
旅
客
特
定
車
両
に
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
乗
降 

 
 

 
 

で
き
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

チ 

旅
客
特
定
車
両
の
運
行
に
関
す
る
情
報
を
文
字
等
に
よ
り
表
示
す
る
た
め
の
設
備
及
び 

 
 

 

音
声
に
よ
り
提
供
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
電
気
設
備
が
な
い
場
合 

 
 

 

そ
の
他
技
術
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

リ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
に
便
所
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
便
所
の
構
造
は
、
次
の
と 

お
り
と
す
る
こ
と
。 



⑴ 

便
所
の
出
入
口
付
近
に
、
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
（
当
該
区
別
が
あ
る
場
合
に 

限
る
。
）
並
び
に
便
所
の
構
造
を
視
覚
障
害
者
に
示
す
た
め
の
点
字
に
よ
る
案
内
板
そ

の
他
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵ 

床
の
表
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

⑶ 
男
子
用
小
便
器
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
以
上
の
床
置
式
小
便
器
、
壁
掛
式 

小
便
器
（
受
け
口
の
高
さ
が
規
則
で
定
め
る
高
さ
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
小
便
器
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
当
該
小
便
器
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る

こ
と
。 

⑷ 

便
所
の
う
ち
一
以
上
の
便
所
は
、
次
の
㈠
又
は
㈡
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適 

 

合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

㈠ 

便
所
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
便
所
）
内
に 

 
 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
房
が
設
け
ら
れ
て 

 
 

い
る
こ
と
。 

 

㈡ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
所
で
あ
る
こ
と
。 

⑸ 

⑷
㈠
の
便
房
を
設
け
る
便
所
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

㈠ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
便
所
と
の
間
の
経
路
に
お
け
る
通
路
の
う
ち
一
以 

上
の
通
路
は
、
第
五
号
ニ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

㈡ 

出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈢ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ 

と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

㈣ 

出
入
口
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便 

房
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

㈤ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め 

る
幅
以
上
と
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 

㈥ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
。 

⑹ 

⑷
㈠
の
便
房
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

㈠ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ 

と
。 

㈡ 

出
入
口
に
は
、
当
該
便
房
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造 

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

㈢ 

腰
掛
便
座
及
び
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

㈣ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
水
洗
器
具
を
設
け 

る
こ
と
。 



㈤ 

出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈥ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め 

る
幅
以
上
と
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 

㈦ 
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
。 

⑺ 

⑷
㈡
の
便
所
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

㈠ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
便
所
と
の
間
の
経
路
に
お
け
る
通
路
の
う
ち
一
以 

上
の
通
路
は
、
第
五
号
ニ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

㈡ 

出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

㈢ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ 

と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

㈣ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め 

る
幅
以
上
と
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 

㈤ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
。 

㈥ 

出
入
口
に
は
、
当
該
便
所
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造 

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

㈦ 

腰
掛
便
座
及
び
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

㈧ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
水
洗
器
具
を
設
け 

る
こ
と
。 

 
 

ヌ 

乗
車
券
等
販
売
所
、
待
合
所
又
は
案
内
所
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
乗
車
券
等
販
売
所
等
」 

と
い
う
。
）
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

乗
車
券
等
販
売
所
等
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
の
構
造
は
、
次
の
と
お 

り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈠ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
乗
車
券
等
販
売
所
等
と
の
間
の
通
路
は
、
イ
⑴
㈠ 

 
 

 
 

か
ら
㈢
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

㈡ 

出
入
口
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る 

こ
と
。 

 
 

 
 

(イ) 

有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

(ロ) 

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
し
、 

 
 

 
 

 

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

(ハ) 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ 

し
、
傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

㈢ 

カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑 



な
利
用
に
適
し
た
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
常
時
勤
務
す
る
者
が
容
易

に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
出
て
対
応
で
き
る
構
造
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑵ 

乗
車
券
等
販
売
所
又
は
案
内
所
（
勤
務
す
る
者
を
置
か
な
い
も
の
を
除
く
。
）
は
、 

 
 

 
 

聴
覚
障
害
者
が
文
字
に
よ
り
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場 

 
 

 
 

合
に
お
い
て
は
、
当
該
設
備
を
保
有
し
て
い
る
旨
を
当
該
乗
車
券
等
販
売
所
又
は
案
内 

 
 

 
 

所
に
表
示
す
る
こ
と
。 

 
 

ル 

乗
車
券
等
販
売
所
に
券
売
機
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
高
齢
者
、
障 

 
 

 

害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
乗
車
券
等
の
販
売
を
行 

 
 

 

う
者
が
常
時
対
応
す
る
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

別
表
第
三
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

八 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
を
使
用
し
た
役
務
の
提
供
の
方
法 

 
 

イ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
お
け
る
役
務
の
提
供
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る 

こ
と
。 

 
 

⑴ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る 

基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈠ 

籠
内
に
つ
い
て
は
、
第
六
号
ハ
⑵
た
だ
し
書
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
開
閉
す
る
籠
の
出
入
口
が
音
声
に
よ
り
知
ら
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈡ 

籠
内
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
ロ
⑺
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備 

を
使
用
し
て
、
籠
が
到
着
す
る
階
並
び
に
籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
閉
鎖
が

音
声
に
よ
り
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈢ 

乗
降
ロ
ビ
ー
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
ロ
⑾
本
文
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

 
 

 
 

当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
到
着
す
る
籠
の
昇
降
方
向
が
音
声
に
よ
り
知
ら
さ
れ
る
よ 

う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈣ 

籠
内
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
ロ
⑾
た
だ
し
書
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
が
開
い
た
時
に
籠
の
昇
降

方
向
が
音
声
に
よ
り
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
設
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
（
エ
レ 

ベ
ー
タ
ー
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
当
該
昇
降
機
を
円
滑
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
昇
降
機
を
使
用
し
な
く
て
も
円
滑
に
昇

降
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

⑶ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
に
つ
い
て
は
、
照
明
施
設
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

当
該
照
明
施
設
を
使
用
し
て
、
適
切
な
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
日
照
等
に



よ
っ
て
当
該
照
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
第
六
号
ホ
⑹
の
設
備
が 

設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
当
該
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
行
き
先
及

び
昇
降
方
向
が
音
声
に
よ
り
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
階
段
に
つ
い
て
は
、
照
明
施
設
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

 
 

 

当
該
照
明
施
設
を
使
用
し
て
、
適
切
な
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
日
照
等
に
よ 

 
 

 

っ
て
当
該
照
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ニ 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
乗
降
場
に
つ
い
て
は
、
ス
ロ
ー
プ
板
そ
の
他
の
車
椅
子
使 

 
 

 

用
者
が
円
滑
に
乗
降
す
る
た
め
の
設
備
が
備
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備
を
使
用
し 

 
 

 

て
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
乗
降
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
。 

 
 

 

た
だ
し
、
当
該
設
備
を
使
用
し
な
く
て
も
円
滑
に
乗
降
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な 

 
 

 

い
。 

 
 

ホ 

旅
客
特
定
車
両
の
運
行
に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

旅
客
特
定
車
両
の
運
行
に
関
す
る
情
報
を
文
字
等
に
よ
り
表
示
す
る
た
め
の
設
備
が 

備
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
当
該
情
報
が
文
字
等
に
よ
り
適
切

に
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
文
字
等
に
よ
る
表
示
が
困
難
な
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

⑵ 

旅
客
特
定
車
両
の
運
行
に
関
す
る
情
報
を
音
声
に
よ
り
提
供
す
る
た
め
の
設
備
が
備 

え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
当
該
情
報
が
音
声
に
よ
り
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
音
声
に
よ
る
提
供
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

へ 

便
所
に
お
け
る
役
務
の
提
供
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

便
所
の
出
入
口
付
近
に
つ
い
て
は
、
第
五
号
リ
⑴
の
設
備
（
音
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

 

が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
（
当 

 
 

 

該
区
別
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
並
び
に
便
所
の
構
造
が
音
に
よ
り
視
覚
障
害
者
に
示 

 
 

 

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
第
五
号
リ
⑷
㈠
の
便
房
が
設
け
ら
れ
た
便
所
又
は
同 

 
 

 

号
リ
⑷
㈡
の
便
所
と
の
間
の
経
路
に
お
け
る
通
路
に
つ
い
て
は
、
照
明
施
設
が
設
け
ら 

 
 

 

れ
た
場
合
に
は
、
当
該
照
明
施
設
を
使
用
し
て
、
適
切
な
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
。
た 

 
 

 

だ
し
、
日
照
等
に
よ
っ
て
当
該
照
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

ト 

乗
車
券
等
販
売
所
等
に
お
け
る
役
務
の
提
供
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

乗
車
券
等
販
売
所
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
。 

 
 

 

㈠ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路
と
乗
車
券
等
販
売
所
等
と
の
間
の
経
路
に
お
け
る
通 

路
に
つ
い
て
は
、
照
明
施
設
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
照
明
施
設
を
使
用
し



て
、
適
切
な
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
日
照
等
に
よ
っ
て
当
該
照
度
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

㈡ 

第
六
号
ヌ
⑴
㈢
た
だ
し
書
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
か 

 
 

 
 

ら
の
求
め
に
応
じ
、
常
時
勤
務
す
る
者
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
出
て
対
応
す
る
こ
と
。 

⑵ 
乗
車
券
等
販
売
所
又
は
案
内
所
（
勤
務
す
る
者
を
置
か
な
い
も
の
を
除
く
。
）
に
つ 

 

い
て
は
、
第
六
号
ヌ
⑵
の
設
備
が
備
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
聴
覚
障
害
者
か
ら
の
求
め 

 

に
応
じ
、
当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
文
字
に
よ
り
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
。 

 
 

チ 

第
六
号
ル
た
だ
し
書
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
同
号
ル
た
だ
し
書
の
窓
口
に 

 
 

 

つ
い
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
乗
車
券
等
の
販
売
を
行
う
こ
と
。 

リ 

公
共
用
通
路
に
直
接
通
ず
る
出
入
口
の
付
近
そ
の
他
の
適
切
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
第 

七
号
イ
⑷
の
設
備
（
音
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備

を
使
用
し
て
、
旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
及
び
主
要
な
設
備
の
配
置
が
音
に
よ
り

視
覚
障
害
者
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

ヌ 

視
覚
障
害
者
の
誘
導
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

⑴ 

第
七
号
ロ
⑴
の
通
路
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
⑸
の
設
備
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、 

当
該
設
備
を
使
用
し
て
、
音
声
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
誘
導
す
る
こ
と
。 

⑵ 

第
七
号
ロ
⑵
た
だ
し
書
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
視
覚
障
害
者
の
誘
導
を 

行
う
者
が
常
駐
す
る
二
以
上
の
設
備
間
の
誘
導
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
号
中
「
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」
の
下
に
「
、
田
園
住
居
地
域
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
四
条
第
一
項
中
「
そ
の
者
」
の
下
に
「
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
広
告
物
の
点
検
） 

第
十
四
条
の
二 

広
告
物
を
表
示
し
、
又
は
掲
出
物
件
を
設
置
す
る
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
定
期
に
、
当
該
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
の
損
傷
、
腐
食
そ
の
他
の
劣
化
の
状
況
に

つ
い
て
点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
人
に
危
害
を
与
え
、
又
は
他
の
物
件
を

損
傷
す
る
お
そ
れ
の
な
い
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
等
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
（
第
四
項
に

お
い
て
「
点
検
不
要
広
告
物
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
本
文
の
点
検
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
（
次
項
に
お
い
て
「
資
格

者
点
検
義
務
広
告
物
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
条
第
二
項
第
三
号

イ
に
規
定
す
る
者
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
広
告
物
等
点

検
資
格
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
本
文
の
点
検
の
う
ち
規
則
で
定
め
る
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
（
資
格
者
点
検
義
務
広

告
物
等
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
広
告
物
等
点
検
資
格
者
に
行
わ
せ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
条
第
五
項
の
許
可
（
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
物
件
に
広
告
物

を
掲
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
更
新
又
は

第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
点
検
不
要
広
告
物
等
に
つ
い
て
許
可
又
は

許
可
の
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
一
項
の
点
検
の
結
果
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
試
験
に
合
格
し
た
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
中
第
四
条
第
一
号
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、

第
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
令
和
四
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例 

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
六
万
六
千
九
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
六
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
七
万
二
千
九
百
九
十
円
」
を
「
七
万
三
千
九
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」
を
「
八
万
五
千
七
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
の
三
第
七
項
中
「
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
三
条
の

二
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由 

 

 

が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に 

 

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



規

則 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）
」
を

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
」
に

改
め
、
「
規
定
す
る
過
疎
地
域
」
の
下
に
「
（
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四

十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

」
を
削
る
。 

 

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 
」
に
改
め
、
「 

」
を
削
る
。 

 

様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
中
「 

」
を
削
る
。 

 

様
式
第
八
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条

例
施
行
規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
㊞

 

 
㊞

 

 
㊞

 

 
㊞

 
 
あ
て
先

 

 
あ
て
先

 

 
 
宛
先

 
 

 
 
宛
先

 
 



規

則 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

 

る
規
則 

 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉

県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
項
中
「
歩
道
等
」
の
下
に
「
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
等
」
を
加
え
、
同
表
第

四
項
中
「
第
二
号
ロ
⑴
⑴
」
を
「
第
二
号
ロ
⑴
」
に
、
「
か
ご
」
を
「
籠
」
に
改
め
、
同
表
第
三

十
二
項
の
次
に
次
の
二
十
項
を
加
え
る
。 

                     

36 35 34 33 

第
六
号
ロ
⑵ 

第
六
号
ロ
⑴ 

第
六
号
イ
⑴ 

㈡ 第
六
号
イ
⑴ 

㈠ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

と
公
共
用
通
路
の
出
入
口
に 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

と
公
共
用
通
路
の
出
入
口
の

有
効
幅 

旅
客
特
定
車
両
の
乗
降
口
に

係
る
通
路
に
設
け
る
戸
の
有

効
幅 

旅
客
特
定
車
両
の
乗
降
口
に

係
る
通
路
の
有
効
幅
員 

 

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、 

 

構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な 

 

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、 

 

構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な 

 

い
場
合
に
お
い
て
は
、
八
十
セ
ン
チ 

 

メ
ー
ト
ル 

 

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、 

 

構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な 

 

い
場
合
に
お
い
て
は
、
八
十
セ
ン
チ 

 

メ
ー
ト
ル 

 
一
・
四
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、
構
造 

 

上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場 

 

合
に
お
い
て
は
、
通
路
の
末
端
の
付 

 

近
の
広
さ
を
車
椅
子
の
転
回
に
支
障 

 

の
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
五
十
メ 

 

ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
椅
子
が
転
回 

 

す
る
こ
と
が
で
き
る
広
さ
の
場
所
を 

 

設
け
た
上
で
、
有
効
幅
員
は
一
・
二 

 

メ
ー
ト
ル 

 



                                  

42 41 40 39 38 37  

第
六
号
ト
⑵ 

第
六
号
ホ
⑶ 

第
六
号
ニ
⑶ 

第
六
号
ニ
⑵ 

第
六
号
ニ
⑴ 

第
六
号
ハ
⑴ 

 

 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の 

 

乗
降
場
の
縦
断
勾
配 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

に
設
け
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
踏
み
段
の
有
効
幅 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

に
設
け
る
傾
斜
路
の
高
さ
及

び
踊
場
の
踏
み
幅 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

に
設
け
る
傾
斜
路
の
縦
断
勾

配 移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

に
設
け
る
傾
斜
路
の
有
効
幅

員 移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
通
路

に
設
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

籠
の
寸
法
並
び
に
籠
及
び
昇

降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅 

設
け
る
戸
の
有
効
幅 

 

五
パ
ー
セ
ン
ト
。
た
だ
し
、
地
形
の 

 

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り 

 

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、 

 

八
パ
ー
セ
ン
ト 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

  

高
さ
は
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、 

 

踏
み
幅
は
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー 

 

ト
ル
以
内
ご
と
に
一
・
五
メ
ー
ト
ル 

 

八
パ
ー
セ
ン
ト
。
た
だ
し
、
傾
斜
路 

 

の
高
さ
が
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以 

 

下
の
場
合
に
お
い
て
は
、
十
二
パ
ー 

 

セ
ン
ト 

 

一
・
二
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、
階
段 

 

に
併
設
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
九 

 

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

籠
の
内
法の

り

幅
は
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、 

 

内
法の

り

奥
行
き
は
一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
。 

 

た
だ
し
、
籠
の
出
入
口
が
複
数
あ
る 

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
、
車
椅
子 

 

使
用
者
が
円
滑
に
乗
降
で
き
る
構
造 

 

の
も
の
（
開
閉
す
る
籠
の
出
入
口
を 

 

音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
設
備
が
設
け 

 

ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ 

 

っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

籠
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅 

 
は
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

い
場
合
に
お
い
て
は
、
八
十
セ
ン
チ 

 

メ
ー
ト
ル 

 



                             
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 

第
六
号
ヌ
⑴ 

㈡
(ロ) 

第
六
号
ヌ
⑴ 

㈡
(イ) 

第
六
号
リ
⑺ 

㈣ 第
六
号
リ
⑺ 

㈡ 第
六
号
リ
⑹ 

㈥ 第
六
号
リ
⑹ 

㈤ 第
六
号
リ
⑸ 

㈤ 第
六
号
リ
⑸ 

㈡ 第
六
号
リ
⑶ 

第
六
号
ト
⑶ 

乗
車
券
等
販
売
所
等
の
出
入

口
に
設
け
る
戸
の
有
効
幅 

 

乗
車
券
等
販
売
所
等
の
出
入 

 

口
の
有
効
幅 

 

便
所
の
出
入
口
に
設
け
る
戸 

 

の
有
効
幅 

 

便
所
の
出
入
口
の
有
効
幅 

 

便
房
の
出
入
口
に
設
け
る
戸 

 

の
有
効
幅 

便
房
の
出
入
口
の
有
効
幅 

 

便
所
の
出
入
口
に
設
け
る
戸 

 

の
有
効
幅 

 

便
所
の
出
入
口
の
有
効
幅 

 
小
便
器
の
受
け
口
の
高
さ 

 

旅
客
特
定
車
両
停
留
施
設
の 

 

乗
降
場
の
横
断
勾
配 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

 

一
パ
ー
セ
ン
ト
。
た
だ
し
、
誘
導
車 

 

路
の
構
造
、
気
象
状
況
又
は
地
形
の 

 

 

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り 

 

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、 

 

 

二
パ
ー
セ
ン
ト 

 



規

則 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
一
号
の
二
中
「 

」
を
削
る
。 

 
 

様
式
第
二
号
、
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
六
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

」 

 

を
削
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
の
三
中
「 

 

」
を
削
り
、
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

」
を
削

る
。 

 
 

様
式
第
九
号
及
び
様
式
第
十
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

」
を
削
る
。 

 
 

様
式
第
十
二
号
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 

に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
二
号
の
二
中
「 

 
 

」
を
「 
 

」
に
、 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
十
二
号
の
三
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

を
削
る
。 

 
 

様
式
第
十
二
号
の
四
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

あ
て

先
 

宛
先

 
（

自
署

又
は

記
名

押
印

）
 」

 

宛
先

 
あ

て
先

 

氏
名

（
法

人
に

あ
つ

て
は

 

名
称

及
び

代
表

者
の

氏
名

）
 

氏
名
（

自
署

又
は

記
名

押
印

。
 

法
人

に
あ

つ
て

は
、

主
た

る
 

事
務

所
の

所
在

地
、

名
称

及
 

び
代

表
者

の
氏

名
並

び
に

代
 

㊞
 

「
 

㊞
 

氏
名
（

自
署

又
は

記
名

押
印

。
 

法
人

に
あ

つ
て

は
、

主
た

る
 

事
務

所
の

所
在

地
、

名
称

及
 

び
代

表
者

の
氏

名
並

び
に

代
 

表
者

の
印

）
 

」
 

」
 

あ
て

先
 

宛
先

 

氏
名

（
法

人
に

あ
つ

て
は

 

名
称

及
び

代
表

者
の

氏
名

）
 

「
 

「
 

「
 

」
 

「
 

」
 

氏
名

（
自

署
又

は
記

名
押

印
。
 

法
人

に
あ

つ
て

は
、

主
た

る
 

事
務

所
の

所
在

地
、

名
称

及
 

び
代

表
者

の
氏

名
並

び
に

代
 

表
者

の
印

）
 

㊞
 

平
成

 
㊞

 

あ
て

先
 

「
 

あ
て

先
 

氏
名

（
法

人
に

あ
つ

て
は

 

名
称

及
び

代
表

者
の

氏
名

）
 

宛
先

 

宛
先

 



  

に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
削
る
。 

 
 

様
式
第
十
四
号
及
び
様
式
第
十
五
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

第
二
条 

埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同

項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 
 

五 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
点
検
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等 

 
 

 

イ 

様
式
第
一
号
の
二
の
屋
外
広
告
物
等
点
検
報
告
書 

 
 

 

ロ 

広
告
物
又
は
掲
出
物
件
の
全
景
及
び
点
検
の
箇
所
の
状
態
を
確
認
で
き
る
写
真
（
点

検
に
よ
り
異
常
が
認
め
ら
れ
た
箇
所
に
あ
つ
て
は
、
当
該
箇
所
を
補
修
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
写
真
を
含
む
。
） 

 
 

 

ハ 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
広
告
物
等
点
検
資
格
者
に
点
検
を
行
わ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
資
格
を
証
す
る
書
面
又
は
そ
の
写
し 

 
 

第
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
「
、
第
三
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
「
並
び
に
様

式
第
一
号
の
二
の
屋
外
広
告
物
等
自
主
点
検
結
果
確
認
書
」
を
削
る
。 

 
 

第
九
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
、
「
及
び

様
式
第
一
号
の
二
の
屋
外
広
告
物
等
自
主
点
検
結
果
確
認
書
（
変
更
又
は
改
造
が
、
表
示
す
る

広
告
物
の
み
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
軽
微
な
変
更
又
は
改
造
） 

 

第
九
条
の
二 

条
例
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
又
は
改
造
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

一 

広
告
物
又
は
掲
出
物
件
の
表
示
内
容
、
意
匠
、
色
彩
、
大
き
さ
、
構
造
又
は
位
置
に
変

更
を
加
え
な
い
程
度
の
修
繕
、
補
強
又
は
塗
替
え 

 
 

二 

掲
示
板
の
位
置
及
び
形
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
行
う
、
当
該
掲
示
板
に
表
示
さ
れ
る

新
聞
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
広
告
物
の
短
期
的
か
つ
定
期
的
な
変
更 

あ
て

先
 

宛
先

 

記
名

押
印

。
 

、
主

た
る

 

、
名

称
及

 

並
び

に
代

 

 

氏
名

（
法

人
に

あ
つ

て
は

 

名
称

及
び

代
表

者
の

氏
名

）
 

」
 

」
 

「
 

（
自

署
又

は
記

名
押

印
）

 

氏
名

（
自

署
又

は
 

法
人

に
あ

つ
て

は
 

事
務

所
の

所
在

地
 

び
代

表
者

の
氏

名
 

表
者

の
印

）
 

「
 

表
者

の
印

）
 

」
 



 
 

第
十
条
の
三
中
「
以
下
で
あ
る
こ
と
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
点
検
） 

 
第
十
条
の
四 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
点
検
は
、
別
表
第
四
に
掲
げ
る
点
検
の
箇

所
及
び
項
目
に
つ
い
て
、
三
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
条
例
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
条
例
第
七
条
第
五
項
の
許
可
（
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る

物
件
に
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
条
例
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許

可
の
期
間
の
更
新
又
は
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第

四
に
掲
げ
る
点
検
の
箇
所
及
び
項
目
に
つ
い
て
、
当
該
許
可
又
は
許
可
の
期
間
の
更
新
の
申

請
を
す
る
日
前
三
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２ 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
広
告
物
又
は
掲
出
物

件
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

一 

は
り
紙
、
は
り
札
、
広
告
旗
若
し
く
は
立
看
板
又
は
こ
れ
ら
を
掲
出
す
る
物
件 

 
 

二 

広
告
幕
（
つ
り
下
げ
を
含
む
。
）
（
掲
出
物
件
を
除
く
。
） 

 
 

三 

ア
ド
バ
ル
ー
ン 

 
 

四 

壁
面
に
描
か
れ
た
広
告
物 

 
 

五 

条
例
第
七
条
第
一
項
第
二
号
並
び
に
同
条
第
二
項
第
三
号
、
第
四
号
（
広
告
物
を
掲
出

す
る
物
件
を
除
く
。
）
、
第
五
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
広
告
物
又
は

掲
出
物
件 

 
 

六 

法
令
の
規
定
に
よ
り
条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
点
検
と
同
程
度
以
上
の
点
検

を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
広
告
物
又
は
掲
出
物
件 

 
 

七 

広
告
塔
、
広
告
板
そ
の
他
主
と
し
て
広
告
物
を
掲
出
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
物
件
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

 
 

 

イ 

設
置
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
で
あ
る
も
の 

 
 

 

ロ 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
五
項
又
は
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
済
証
の

交
付
の
日
か
ら
一
年
以
内
で
あ
る
も
の 

 
 

八 

表
示
す
る
広
告
物
の
み
に
変
更
又
は
改
造
を
行
う
も
の 

 

３ 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
は
、
上

端
の
高
さ
が
地
上
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
で
、
か
つ
、
条
例
第
六
条
第
一
項
若
し

く
は
条
例
第
七
条
第
五
項
の
許
可
、
条
例
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の

更
新
又
は
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

４ 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

 
 

一 

条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 



取
付
部 

支
持
部 

基
礎
部
及
び 

上
部
構
造 

点
検
の
箇
所 

一 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
及
び
取
付
部
プ
レ
ー
ト
の
腐
食
及
び
変
形
の
有 

一 

鉄
骨
接
合
部
（
溶
接
部
及
び
プ
レ
ー
ト
）
の
腐
食
、
変
形
及
び
隙

間
の
有
無 

二 

鉄
骨
接
合
部
（
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
及
び
ビ
ス
）
の
緩
み
及
び
欠
落

の
有
無 

一 

上
部
構
造
全
体
の
傾
斜
及
び
ぐ
ら
つ
き
の
有
無 

二 

基
礎
の
ク
ラ
ッ
ク
、
支
柱
と
根
巻
き
と
の
隙
間
及
び
支
柱
の
ぐ
ら

つ
き
の
有
無 

三 

鉄
骨
の
さ
び
及
び
塗
装
の
老
朽
化
の
有
無 

点
検
の
項
目 

 

 
 

二 

第
十
五
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

 
 

三 

一
般
社
団
法
人
日
本
屋
外
広
告
業
団
体
連
合
会
又
は
公
益
社
団
法
人
日
本
サ
イ
ン
協
会

が
行
う
屋
外
広
告
物
点
検
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者 

 

５ 
条
例
第
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
は
、
上

端
の
高
さ
が
地
上
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

６ 

条
例
第
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
様
式
第
一
号
の
二
の
屋
外
広
告
物
等

点
検
報
告
書
を
所
轄
所
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
第
二
号
の
表
建
造
物
か
ら
独
立
し
た
広
告
の
項
三
中
「
自
己
の
住
所
、
事
業
所
等

に
お
け
る
」
を
削
る
。 

 
 

別
表
第
二
第
一
号
の
表
条
例
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
地
域
又
は
場
所
等
（
禁
止
地
域
）
の
建

造
物
か
ら
独
立
し
た
広
告
の
項
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

三 

設
置
個
数
の
う
ち
三
個
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

別
表
第
二
第
一
号
の
表
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
又
は
場
所
（
許
可
地
域
）
の

建
造
物
利
用
広
告
の
壁
面
利
用
広
告
の
項
一
中
「
五
分
の
一
以
下
」
の
下
に
「
（
壁
面
面
積
の

五
分
の
一
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
）
」
を
、
「
十

分
の
三
以
下
」
の
下
に
「
（
壁
面
面
積
の
十
分
の
三
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
と
き
は
、

十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
）
」
を
加
え
、
同
表
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
又
は
場
所

（
許
可
地
域
）
の
建
造
物
か
ら
独
立
し
た
広
告
の
項
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

三 

設
置
個
数
の
う
ち
四
個
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

別
表
第
二
第
四
号
ロ
中
「
空
」
を
「
絵
画
又
は
写
真
を
表
示
す
る
場
合
は
、
空
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
三
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
四
（
第
十
条
の
四
関
係
） 

 
 

           



          
 
 
 
 

 

 
 

 
 

  
 

 
 

    
 

 

 
 

様
式
第
一
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

そ
の
他 

照
明
装
置 

広
告
板 

 

一 

附
属
部
材
（
装
飾
、
振
れ
止
め
棒
、
鳥
よ
け
そ
の
他
附
属
品
）
の

腐
食
及
び
破
損
の
有
無 

二 

避
雷
針
の
腐
食
及
び
損
傷
の
有
無 

一 

照
明
装
置
の
不
点
灯
及
び
不
発
光
の
有
無 

二 

照
明
装
置
の
取
付
部
の
破
損
、
変
形
、
さ
び
及
び
漏
水
の
有
無 

三 

周
辺
機
器
の
劣
化
及
び
破
損
の
有
無 

一 

表
示
面
板
及
び
切
り
文
字
等
の
腐
食
、
破
損
及
び
変
形
並
び
に
ビ

ス
等
の
欠
落
の
有
無 

二 
側
板
及
び
表
示
面
板
押
さ
え
の
腐
食
、
破
損
、
ね
じ
れ
、
変
形
及

び
欠
損
の
有
無 

三 

広
告
板
底
部
の
腐
食
及
び
水
抜
き
孔
の
詰
ま
り
の
有
無 

 

無 

二 

溶
接
部
の
劣
化
及
び
コ
ー
キ
ン
グ
の
劣
化
等
の
有
無 

三 

取
付
対
象
部
（
柱
、
壁
及
び
ス
ラ
ブ
）
及
び
取
付
部
周
辺
の
異
常 

 

 

の
有
無 

 



                               
 

 
 

   

様
式

第
１

号
の

２
（

第
２

条
、

第
１

０
条

の
４

関
係

）
 

屋
外

広
告

物
等

点
検

報
告

書
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

（
宛

先
）

 

 
 

 
埼

玉
県

知
事

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
告

者
 

 
住

 
 

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
氏

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電

話
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

屋
外

広
告

物
等

の
点

検
結

果
を

以
下

の
と

お
り

報
告

し
ま

す
。

 

広
告

物
等

の
種

類
 

 

表
示

・
設

置
の

場
所
 

 

設
置

年
月

日
 

年
 

 
 
月

 
 
 

日
 点

検
年

月
日

 
年

 
 
 

月
 

 
 

日
 

点
検

者
 

氏
名
  

住
所
  

電
話

番
号

  

資
格

名
称

  

点
検

 
箇

所
 

点
 

 
 

検
 

 
 

項
 

 
 

目
 

異
常

の
 

有
・

無
 

改
 
善

 
の

 
概

 
要

 

基礎部・ 

上部構造 

１
 

上
部

構
造

全
体

の
傾

斜
、

ぐ
ら

つ
き

 
 

有
 

無
 

 

２
 

基
礎

の
ク

ラ
ッ

ク
、

支
柱

と
根

巻
き

と
の

隙
間

、
支

柱

の
ぐ

ら
つ

き
 

有
 

無
 

 

３
 

鉄
骨

の
さ

び
、

塗
装

の
老

朽
化

 
有

 
無

 
 

支持部 

１
 

鉄
骨

接
合

部
（

溶
接

部
・

プ
レ

ー
ト

）
の

腐
食

、
変

形
、

隙
間

 
有

 
無

 
 

２
 

鉄
骨

接
合

部
（

ボ
ル

ト
・

ナ
ッ

ト
・

ビ
ス

）
の

緩
み

、

欠
落

 
有

 
無

 
 

取付部 
１

 
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

・
取

付
部

プ
レ

ー
ト

の
腐

食
、

変
形

 
有

 
無

 
 

２
 

溶
接

部
の

劣
化

、
コ

ー
キ

ン
グ

の
劣

化
等

 
有

 
無

 
 

３
 

取
付

対
象

部
（

柱
・

壁
・

ス
ラ

ブ
）
・

取
付

部
周

辺
の

異

常
 

有
 

無
 

 

広告板 

１
 

表
示

面
板

・
切

り
文

字
等

の
腐

食
、

破
損

、
変

形
、

ビ

ス
等

の
欠

落
 

有
 

無
 

 

２
 

側
板

・
表

示
面

板
押

さ
え

の
腐

食
、

破
損

、
ね

じ
れ

、

変
形

、
欠

損
 

有
 

無
 

 

３
 

広
告

板
底

部
の

腐
食

、
水

抜
き

孔
の

詰
ま

り
 

有
 

無
 

 

照明装置 

１
 

照
明

装
置

の
不

点
灯

、
不

発
光

 
有

 
無

 
 

２
 

照
明

装
置

の
取

付
部

の
破

損
、

変
形

、
さ

び
、

漏
水

 
有

 
無

 
 

３
 

周
辺

機
器

の
劣

化
、

破
損

 
有

 
無

 
 

その他 

１
 

附
属

部
材

（
※

）
の

腐
食

、
破

損
 

有
 

無
 

 

２
 

避
雷

針
の

腐
食

、
損

傷
 

有
 

無
 

 

３
 

そ
の

他
点

検
し

た
事

項
 

 
（

 
 

 
 
 

 
 

 
 

）
 

有
 

無
 

 

※
 
装

飾
、

振
れ

止
め

棒
、

鳥
よ

け
、

そ
の

他
附

属
品

 

注
 

広
告

物
等

の
種

類
に

よ
り

、
該

当
す

る
点

検
箇

所
・
点

検
項

目
が

な
い

場
合

は
、「

改
善

の
概

要
」

の
欄

に
斜

線
を

引
く

こ
と

。
 



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用

紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三

号
の
屋
外
広
告
物
等
自
主
点
検
結
果
確
認
書
は
、
条
例
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
条
例
第
七
条

第
五
項
の
許
可
（
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
物
件
に
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）
、
条

例
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
期
間
の
更
新
又
は
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可

の
申
請
に
係
る
広
告
物
又
は
掲
出
物
件
の
点
検
が
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
、

か
つ
、
当
該
点
検
が
当
該
許
可
又
は
許
可
の
期
間
の
更
新
の
申
請
を
す
る
日
前
三
月
以
内
に
行

わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行

規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
イ
の
屋
外
広
告
物
等
点
検
報
告
書
と
み
な
す
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
一
号 

埼
玉
県
議
会
令
和
三
年
六
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
令
和
三
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



 

 

      令和３年度埼玉県一般会計補正予算（第６号） 

 令和３年度埼玉県一般会計の補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ12,104,986千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,319,502,807千円とする。 

第２条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「別表歳入歳出予算補正」による。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

9 国 庫 支 出 金     453,719,694  12,104,986  465,824,680 

   2 国 庫 補 助 金  333,099,901  12,104,986  345,204,887 

歳 入 合 計 2,307,397,821  12,104,986  2,319,502,807 

 
  



 

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

 
2 総 務 費     94,553,356  123,100  94,676,456 

 
   2 企 画 費  7,609,651  123,100  7,732,751 

 
3 民 生 費     421,510,247  4,542,547  426,052,794 

 
   1 社 会 福 祉 費  309,698,594  4,526,814  314,225,408 

 
   3 生 活 保 護 費  12,312,872  15,733  12,328,605 

 
6 農 林 水 産 業 費     23,535,668  340,783  23,876,451 

 
   1 農 業 費  8,395,445  328,376  8,723,821 

 
   3 畜 産 業 費  1,412,779  12,407  1,425,186 

 
7 商 工 費     165,526,516  6,903,687  172,430,203 

 
   1 商 工 業 費  165,218,282  5,993,717  171,211,999 

 
   2 観 光 費  308,234  909,970  1,218,204 

 
10 教 育 費     488,025,390  194,869  488,220,259 

 
   4 高 等 学 校 費  100,239,306  186,450  100,425,756 

 
   5 特 別 支 援 学 校 費  46,985,141  8,419  46,993,560 

歳 出 合 計 2,307,397,821  12,104,986  2,319,502,807 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
二
号 

 
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
よ
り
、
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

試
験
期
日
及
び
場
所 

    

二 

試
験
区
分 

 

イ 

一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

 

ロ 

農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

 

ハ 

特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験 

三 

試
験
科
目 

 

イ 

毒
物
及
び
劇
物
に
関
す
る
法
規 

 

ロ 

基
礎
化
学 

 

ハ 

毒
物
及
び
劇
物
（
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
毒
物
及
び
劇
物
取
締 

 
 

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
四
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一 

 
 

に
掲
げ
る
毒
物
及
び
劇
物
、
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
省
令
別
表
第
二 

 
 

に
掲
げ
る
劇
物
に
限
る
。
）
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の
他
取
扱
方
法 

 

ニ 

毒
物
及
び
劇
物
（
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
省
令
別
表
第
一
に
掲 

 
 

げ
る
毒
物
及
び
劇
物
、
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
省
令
別
表
第
二
に
掲 

 
 

げ
る
劇
物
に
限
る
。
）
の
識
別
及
び
取
扱
方
法 

四 

受
験
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
四
号
）
第
九
条
の 

 
 

受
験
願
書 

 

ロ 

試
験
手
数
料 

 
 

 

一
万
千
円
を
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。 

 

ハ 

提
出
期
間
及
び
提
出
方
法 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
十
九
日
（
月
）
か
ら
同
年
八
月
四
日
（
水
）
ま
で 

 
 

 

埼
玉
県
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験
セ
ン
タ
ー
（
新
越
谷
郵
便
局
私
書
箱
第
一
号
）
宛
の
簡
易 

令
和
三
年
十
二
月
十
二
日
（
日
） 

試 

験 

期 

日 

聖
学
院
大
学
（
埼
玉
県
上
尾
市
戸
崎
一
番
一
号
） 

試 
 

験 
 

場 
 

所 

 



 
 

書
留
に
よ
る
こ
と
。
な
お
、
提
出
期
間
最
終
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。 

五 

合
格
発
表 

 
イ 

埼
玉
県
本
庁
舎
一
階
南
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
掲
示 

 
 

 
令
和
四
年
一
月
二
十
四
日
（
月
）
及
び
同
年
一
月
二
十
五
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら 

 
 

午
後
五
時
ま
で 

 

ロ 

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載 

 
 

 

令
和
四
年
一
月
二
十
四
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
同
年
二
月
二
十
四
日
（
木
）
午
後 

 
 

五
時
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
行
田
持
田
イ
ン
タ
ー
店 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
持
田
二
千
百
六
十
番
地
一 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は 

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ヤ
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

原
田
健 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二
丁
目
十
八
番
二
号 

（
変
更
後
）
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ヤ
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

伊
藤
光
博 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二
丁
目
十
八
番
二
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
三
年
四
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
五
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
朝
霞
根
岸
店 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
市
根
岸
台
五
丁
目
三
番
二
十
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
鳩
ヶ
谷
店 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
坂
下
町
二
丁
目
五
番
十
四
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は 

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

外 

計
二
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

外 

計
二
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
蒲
生
伊
原
店 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
伊
原
一
丁
目
四
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
川
口
赤
山
店 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
大
字
赤
山
千
四
百
二
十
三
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

外 

計
二
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

外 

計
二
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
八
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
新
座
店 

 
 

 

埼
玉
県
新
座
市
野
火
止
八
丁
目
十
六
番
十
三
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

外 

計
二
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

外 

計
二
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
九
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
草
加
店 

 
 

 

埼
玉
県
草
加
市
高
砂
一
丁
目
六
番
二
十
三
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

西
友
蕨
店 

 
 

 

埼
玉
県
蕨
市
中
央
三
丁
目
十
七
番
十
八
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

リ
オ
ネ
ル
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ジ
ェ
イ
・
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ク
リ
ー
・
ド
ゥ
・
マ
レ
ド
ス
ー 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

 
 

 

（
変
更
後
）
合
同
会
社
西
友 

職
務
執
行
者 

大
久
保
恒
夫 

 
 

 
 

 

東
京
都
北
区
赤
羽
二
丁
目
一
番
一
号 

 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
三
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
六
月
二
十
三
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
三
年
七
月
六
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
六
日
ま
で 



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
一
号 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計

画
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

狭
山
都
市
計
画
道
路
事
業
一
・
四
・
一
号 

首
都
圏
中
央
連
絡
道
路 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

告
示
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
笹
井
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

な
し 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号 

 
平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
十
三
号
（
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
く
確

認
を
要
す
る
物
件
の
指
定
）
は
、
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕  



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築

協
定
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
七
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

島 
 
 

勝 
 

 
 

一 

建
築
協
定
認
可
申
請
者
の
代
表
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
花
影
町
七
番
五
十
九 

 
 

渡
辺 

好
造 

二 

建
築
協
定
区
域 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
花
影
町
三
百
六
十
三
番
五
外
二
十
七
筆 
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